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６
月
14
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
お
楽
し
み
昼
食
会（
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
昼
食
会
は
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対
象
と
し
、

触
れ
合
い
や
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人

部（
大
西
廉
子
部
長
）の
皆
さ
ん
に
調
理

し
て
い
た
だ
い
た
、
ホ
タ
テ
の
炊
き
込

み
ご
飯
や
小
松
菜
の
な
め
茸
和
え
、
お

味
噌
汁
の
ほ
か
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

資
源
回
収
活
動
を
し
て
得
た
資
金
に
よ

り
提
供
さ
れ
た
ス
イ
カ
を
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
16
日
、
北
海
道
道
路
整
備
株
式

会
社
の
坂
本
芳
美
代
表
取
締
役
社
長
が

教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
土
屋
教
育
長
よ

り
地
域
貢
献
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
５
月
29
日
に
、
佐
倉
公
民

館
の
駐
車
場
区
間
線
を
塗
装
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。坂
本
社
長
は「
地
元
の
方
々

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
」と
話
し
、
土
屋
教
育
長

は「
今
回
の
ご
厚
意
に
、
心
よ
り
感
謝

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
士
幌
町
表
彰

●
永
年
勤
続
表
彰（
20
年
勤
続
）

　
矢
野　
裕
司（
第
２
分
団
班
長
）

●
感
謝
状（
退
団
者
表
彰
）

　
谷
本　
仁
志（
元
第
１
分
団
分
団
長
）

　
森
本　
悦
淑（
元
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　
今
木　
教
雄（
元
第
１
分
団
部
長
）

◆
士
幌
消
防
団
表
彰

●
精
勤
表
彰

　
小
林　
利
将（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　
久
保
田　
裕
一（
同
班
長
）

　
北
嶋　
克
章（
第
１
分
団
団
員
）

　
中
川　
敏（
本
部
部
長
）

　
小
椋　
佳
祐（
第
２
分
団
団
員
）

　
米
木　
淳
子（
本
部
団
員
）

　
椿　
真
嗣（
第
１
分
団
団
員
）

　
６
月
18
日
、
農
村
運
動
公
園
駐
車
場

に
て
、
士
幌
消
防
団
に
よ
る
消
防
演
習

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
消
防
の
基
礎
訓
練
を
行
い
、

規
律
と
正
し
い
消
防
機
械
器
具
の
取
扱

を
身
に
付
け
、
資
質
向
上
と
消
防
団
の

融
和
、
団
結
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
。
団
員
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
や

一
斉
放
水
、
分
列
行
進
な
ど
日
頃
の
訓

練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
演
習
終
了
後
に
は
、
長
年
団
員

と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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～心より感謝申し上げます～
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